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一
月
講
演
会
の
講
演
要
旨
予
稿 

「

日

下(
部

）
」

考 

柴 

田 
 

弘 

武 
 

 
 
 
 
 
 

① 

「
く
さ
か
（
べ
）
」
と
は
何
か 

「
日
下
部
」
「
日
下
」
「
日
部
」
「
草
壁
」
「
草
香
」

「
草
加
」
等
と
表
記
さ
れ
る
が
、
ア
イ
ヌ
語
（
縄

文
語
）
と
し
て
次
の
よ
う
に
解
釈
出
来
る
と
い
う
。

即
ち
前
号
で
紹
介
し
た
進
藤
治
が
、
『
「
長
髄
彦
」

の
実
像
』
で
、
〝
ｋ
ｕ
ｓ
ａ
―
ｋ
ａ
〈
舟(

ク)

で
運

(

サ)

ぶ
（
水
域
を
渡
る
）
、
岸(

カ)

〉
。
つ
ま
り
荷
舟

を
着
け
る
岸
と
い
う
と
い
う
こ
と
か
ら
「
船
着
場
」

と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
〟
と
述
べ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
の
ほ
か
鈴
木
健
『
縄
文
語
か
ら
ヤ
マ
ト

語
へ
』
、
吉
田
金
彦
『
草
枕
と
旅
の
源
流
を
求
め
て
』、

大
友
幸
男
『
江
釣
子
古
墳
群
の
謎
』
等
も
同
じ
で

あ
る
。
な
お
「
部
」
に
つ
い
て
鈴
木
健
は
『
茨
城

の
縄
文
語
地
名
』
で 

”「
ベ
」
は
「
…
す
る
も
の
」

「
…
で
あ
る
も
の
」
を
意
味
し
、「
ク
サ
カ
ベ
」
は

「
渡
し
の
船
主
で
あ
ろ
う
」“
と
書
い
て
い
る
。 

② 

『
記
紀
』
や
『
和
名
抄
』
に
出
て
く
る
「
く
さ
か

（
べ
）」
地
名
は
ど
う
い
う
所
で
あ
ろ
う
か
。
吉
田

東
伍
の
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
か
ら
二
三
ヶ
所
の

「
ク
サ
カ
ベ
」
地
名
、
六
ヶ
所
の
「
ク
サ
ツ
」
地

名
を
調
べ
て
み
た
。
そ
の
結
果
東
大
阪
市
の
草
香

江
址
（
現
日
下
町
）
を
始
め
、
港
湾
施
設
が
あ
っ

た
所
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
従
っ

て
上
記
ア
イ
ヌ
語
（
縄
文
語
）
説
は
妥
当
で
あ
る

と
考
え
る
。 

③ 

で
は
「
く
さ
か
」
を
な
ぜ
「
日
下
」
と
書
く
の

か
？ 

太
安
萬
侶
は
『
古
事
記
』
序
文
に
お
い
て
「
姓(

う

ぢ)

に
於(

お
き)

て
日
下(

に
ち
げ)

を
、
玖
沙(

く
さ)

訶

(

か)

ト
謂(

い)

ふ
。
…
如(

か
く)

此(

あ)

る
類(

た
ぐ
ひ)

は
、
本(

モ
ト)

ノ
随(

ま
に
ま)

に
改(

あ
ら
た)

メ
不(

ず)

」

と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
奈
良
時
代
に
は
も
う
な

ぜ
「
く
さ
か
」
を
「
日
下
」
と
書
く
よ
う
に
な
っ

た
の
か
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。 

 
 

 総 

会 

の 

お 

知 

ら 

せ 
 

日 

時 

一
月
十
六
日(

土) 

午
後
三
時
～
五
時 

会 

場 

銀
座
ル
ノ
ア
ー
ル
八
重
洲
北
口
会
議
室 

 

な
お
、
総
会
の
前
か
後
に
、
例
月
の
よ
う
に
講 

演
会
が
あ
り
ま
す
。 

 

講 

演 

柴
田 

弘
武 

氏 

テ
ー
マ 

「
日
下(

部
）」
考 

 

今
回
は
、
講
演
要
旨
を
「
予
稿
」
と
し
て 

掲
載
し
ま
し
た
。 

No.236 号 

平成 26 年 

11 月 10 日 

No.249 号 

平成 28 年 

1 月 5 日 



史遊会通信 No.249(2)                                                                            

 

こ
れ
に
対
し
て
進
藤
治
は
、
〝
「
日
下
」
は
日(

ひ)

の
下(

し
た)

、
日(

ひ)

の
本(

も
と)

か
ら
来
た
も
の
で
、

太
陽
の
上
る
下(

し
た)

、
或
は
太
陽
の
昇
る
と
こ
ろ

で
東
の
方
角
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
は
、
い
わ

ゆ
る
「
日
の
本
考
」
等
の
立
派
な
諸
研
究
で
今
や

常
識
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
枕
言
葉
の
意
味
は

「
東
方
の
ク
サ
カ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
筈
で
す
。

九
州
、
瀬
戸
内
海
方
面
か
ら
見
て
真
東
の
終
着
陸

地
に
当
た
っ
て
い
た
ク
サ
カ
と
い
う
訳
で
し
ょ
う
。 

〟
と
書
い
て
い
る
。 

 

谷
川
健
一
も
『
白
鳥
伝
説
』
で
、
西
宮
一
民
の

「
日(

ひ)

の
下(

し
た)

の
ク
サ
カ
と
い
う
枕
詞
的
な

修
飾
句
が
は
じ
め
に
あ
っ
た
」
と
い
う
説
に
賛
意

を
表
し
た
上
で
、
草
香
江
が
「
太
陽
の
昇
る
難
波
、

そ
の
東
の
日
の
下
」
に
当
た
る
と
こ
ろ
か
ら
ク
サ

カ
を
「
日
下
」
と
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
書

い
て
い
る
。
但
し
谷
川
は
「
日
の
下
」
を
「
ひ
の

も
と
」
と
読
む
の
が
正
し
い
と
し
て
、「
ヒ
ノ
モ
ト

ノ
ク
サ
カ
と
い
う
言
い
方
か
ら
、
ヒ
ノ
モ
ト
が
ク

サ
カ
の
地
名
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を

か
な
り
あ
と
に
な
っ
て
日
下
と
い
う
文
字
で
表
記

し
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
鈴
木
健
は
『
縄
文
語
か
ら
ヤ
マ

ト
語
へ
』
で
、
〝
ｋ
ｕ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
：
日
下(

ク
サ
カ)

（
大
阪
）
。
古
く
は
河
内
の
最
東
端
入
江
の
地
で
神

武
東
遷
の
上
陸
地
。
草
香
を
あ
て
る
。
大
和
か
ら

み
て
西
＝
日
下
＝
日
没
の
方
向
に
あ
っ
た
の
で
、

の
ち
に
日
下
を
当
て
た
と
思
わ
れ
る
。「
日(

ク)

下

(

サ
カ)

江
の
入
り
江
の
蓮(

ハ
チ
ス)

、
花
蓮
」
（
記
）。

そ
れ
は
Ｃ
ｈ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ
：
西
（
ｃ
ｈ
ｕ
ｐ
（
日
）

―
ｐ
ｏ
ｋ
（
下
）
の
直
訳
で
あ
る
。
下(

モ
ト)

、
本

(

モ
ト)

と
訓
を
同
じ
く
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
日

下
＝
日
の
本
＝
東
と
す
る
説
が
あ
る
。
し
か
し
、

日
の
出
の
方
向
（
東
＝
大
和
）
に
向
か
っ
て
進
撃

す
る
の
は
不
利
で
あ
る
と
、
神
武
が
そ
こ
か
ら
撤

退
し
た
よ
う
に
、
そ
こ
は
西
で
あ
る
。「
東
漢(

や
ま

と
の
あ
や)

」「
西
漢(

か
ふ
ち
の
あ
や)

」（
記
）
と
あ
る

よ
う
に
、
大
和
が
東
、
河
内
が
西
で
あ
る
。
日
の

本
は
日
の
立
ち
上
が
る
も
と
で
あ
り
、
ｃ
ｈ
ｕ
ｐ

ｋ
ａ
ｓ
ｉ
（
日
上
＝
東
）
の
方
向
で
あ
る
。
日
下

は
日
が
下
に
行
く
ｃ
ｈ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｋ
（
日
下
＝
西
）

の
方
向
で
あ
る
。
〟 

 
と
書
い
て
正
反
対
の
解
釈
を
し
て
い
る
。
こ
れ

を
ど
う
考
え
る
か
…
。 

        

 

自
由
執
筆 

 

三
角
縁
神
獣
鏡
の
産
地
問
題 

昨
年
は｢

魏
鏡
説｣

が
著
し
く
後
退 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

新 

井 
 

宏  

 

富
岡
謙
三
が
、
三
角
縁
神
獣
鏡
が
魏
鏡
で
あ
る
と

し
て
か
ら
、
間
も
な
く
百
年
に
な
る
。
こ
の
説
は
、

戦
後
、
主
要
古
墳
間
の
三
角
縁
神
獣
鏡
の
分
有
関
係

な
ど
か
ら
「
小
林
理
論
」
と
し
て
完
成
さ
れ
、
三
角

縁
神
獣
鏡
が
「
卑
弥
呼
の
鏡
」
で
あ
る
こ
と
が
「
定

説
」
と
な
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
十
七
年
に
は
森
浩
一
が
「
魏

鏡
説
」
に
対
す
る
疑
問
を
唱
え
、
昭
和
四
十
五
年
頃

か
ら
、
古
田
武
彦
、
奥
野
正
男
ら
ア
マ
系
研
究
者
か

ら
「
国
産
説
」
が
相
次
い
で
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
で

も
考
古
学
界
は
完
全
に
無
視
し
て
い
た
。 

状
況
が
変
わ
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
中
国

考
古
学
界
の
大
御
所
、
王
仲
殊
が
来
日
し
「
呉
の
工

人
が
日
本
で
作
っ
た
」
と
の
説
を
発
表
し
た
こ
と
で

あ
る
。
何
し
ろ
、
中
国
の
本
場
の
学
者
が
魏
鏡
で
は

な
い
と
否
定
し
た
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
も
、
日
本
の
考
古
学
界
は
魏
鏡
説
を
維
持

し
、
新
聞
も
若
干
の
疑
問
符
は
つ
け
な
が
ら
「
卑
弥

呼
の
鏡
」
と
し
て
報
道
し
続
け
て
い
る
。 
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し
か
し
実
際
に
は
、
今
世
紀
に
入
る
頃
か
ら
、
魏

鏡
説
は
防
戦
一
方
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

従
来
、
魏
鏡
説
で
あ
れ
国
産
鏡
説
で
あ
れ
、
銘
文

や
文
様
な
ど
表
面
観
察
に
よ
る
研
究
が
主
体
で
あ
っ

た
が
、
近
年
、
鏡
の
製
作
方
法
や
内
部
組
成
の
研
究

が
大
巾
に
進
展
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

実
は
青
銅
鏡
と
い
う
も
の
は
、
複
製
す
る
方
法
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
だ
か
ら
、
表
面
観
察
だ
け
で
、
そ

の
製
作
地
を
推
定
す
る
こ
と
な
ど
不
可
能
の
で
あ
る
。

特
に
、
三
角
縁
神
獣
鏡
は
日
本
か
ら
既
に
五
六
〇
面

も
出
土
し
て
い
る
が
、
未
だ
中
国
か
ら
の
確
実
な
出

土
例
が
な
い
。
大
流
行
し
た
の
は
確
実
に
日
本
の
み

で
あ
り
、
ル
イ
ビ
ト
ン
の
偽
物
の
よ
う
に
複
製
鏡
が

製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。 

そ
の
意
味
で
注
目
す
べ
き
は
、
三
角
縁
神
獣
鏡
の

八
〇
％
以
上
が
同
型
鏡(

同
笵
鏡)

だ
と
い
う
点
で
あ

る
。
中
国
鏡
に
は
ほ
と
ん
ど
同
型
鏡(

同
笵
鏡)

は
見

ら
れ
な
い
の
で
、
三
角
縁
神
獣
鏡
だ
け
の
特
徴
で
あ

り
、
い
わ
ば
大
量
複
製
技
術
な
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
三
角
縁
神
獣
鏡
に
は
表
面
に
凸
線
キ
ズ
と

い
う
欠
陥
が
認
め
ら
れ
る
が
、
中
国
鏡
に
は
な
い
。 

見
か
け
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
内
部
品
質
、
特
に

組
成
は
製
作
地
に
よ
っ
て
異
な
る
か
も
知
れ
な
い
。 

こ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
、
近
年
の
大
き
な
進
展
は
、 

(1) 

中
井
一
夫
が
鏡
の
キ
サ
ゲ
加
工
か
ら
、
青
龍
三

年
鏡
は
踏
返
し
鏡
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
こ
と  

(2) 

鈴
木
勉
が
二
層
式
鋳
型(

粗
粒
外
型
に
細
粒
内

型)

を
用
い
て
凸
線
キ
ズ
の
再
現
に
成
功
し
た
こ
と 

(3) 

新
井
宏
が
、
鉛
同
位
体
比
の
研
究
か
ら
、
異
な

る
年
号
鏡
を
後
に
ま
と
め
て
鋳
造
し
て
い
る
こ
と
や

同
時
期
の
中
国
鏡
と
の
比
較
で
、
大
部
分
が
国
産
で

あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
こ
と 

な
ど
で
あ
る
。 

王
仲
殊
は
最
新
の
論
文
で
、「
日
本
の
著
名
な
金
属

考
古
学
者
新
井
宏
氏
が
、
三
角
縁
神
獣
鏡
に
含
ま
れ

る
鉛
同
位
体
比
率
の
測
定
に
基
づ
き
、
…
…
…
…
…

三
角
縁
神
獣
鏡
が
中
国
の
「
魏
鏡
」
で
は
な
く
、
日

本
で
製
作
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
」
と
称
賛
し
て
く
れ

た
。 さ

て
、
今
年
に
な
っ
て
か
ら
の
進
展
で
あ
る
。 

ひ
と
つ
は
、
前
出
の
鈴
木
勉
が
三
角
縁
神
獣
鏡
の

鋳
造
後
の
補
修
痕
を
精
密
比
較
し
て
、
埋
葬
古
墳
毎

に
特
徴
が
異
な
り
、
鋳
造
地
が
古
墳
に
近
い
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

は
国
産
説
の
決
定
版
で
あ
る
。 

も
う
ひ
と
つ
は
、
奈
良
橿
原
考
古
学
研
究
所
が
昨

年
末
に
読
売
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
公
開
講
演
会

「
三
角
縁
神
獣
鏡
研
究
の
最
前
線
」
で
、
凸
線
キ
ズ

の
研
究
か
ら
、
三
角
縁
神
獣
鏡
の
「
舶
載
鏡
」
が
誰

も
が
国
産
鏡
と
認
め
る
「
仿
製
鏡
」
と
、
同
一
の
鋳

型(

外
型)

で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

こ
と
で
あ
る
。「
舶
載
鏡
」
も
国
産
で
あ
っ
た
。 

筆
者
も
こ
の
講
演
会
に
招
待
さ
れ
て
参
加
し
た
が
、

所
長
の
菅
谷
文
則
は
「
国
産
説
」
を
唱
え
る
。
し
か

し
、
発
表
者
は
な
ぜ
か
歯
切
れ
が
悪
か
っ
た
。 

ま
た
、
こ
れ
も
年
末
の
こ
と
で
あ
る
が
、
朝
日
新

聞
は
、
三
角
縁
神
獣
鏡
が
魏
の
都
の
あ
っ
た
洛
陽
で

見
つ
か
り
、
西
川
寿
勝
が
検
分
し
て
、
三
角
縁
神
獣

鏡
に
間
違
い
な
い
と
報
道
し
た
。
中
国
か
ら
一
枚
も

出
土
し
て
い
な
い
と
云
う
「
魏
鏡
説
」
の
弱
点
が
解

消
さ
れ
た
訳
で
あ
る
が
、
古
物
商
か
ら
入
手
し
た
経

過
か
ら
他
紙
は
無
視
し
て
い
る
。 

筆
者
が
見
る
限
り
、
こ
れ
は
「
本
物
」
か
も
知
れ

な
い
。
そ
れ
は
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
類
例
の
な
い

二
十
㌢
以
下
の
直
径
鏡
で
あ
り
、
福
永
伸
哉
が
三
角

縁
神
獣
鏡
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
「
長
方
形
鈕
孔
」

で
は
な
く
、「
円
形
鈕
孔
」
だ
か
ら
で
あ
る
。 

三
角
縁
神
獣
鏡
の
「
祖
型
」
が
中
国
に
あ
っ
た
こ

と
は
、
お
そ
ら
く
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
大
流
行

し
た
日
本
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
複
製
さ
れ
た
と
云

う
の
が
「
国
産
説
」
な
の
で
あ
る
。 

だ
か
ら
、
中
国
で
三
角
縁
神
獣
鏡
が
続
々
と
発
見

さ
れ
、
日
本
の
三
角
縁
神
獣
鏡
と
比
較
で
き
る
日
が

来
る
の
を
待
っ
て
い
た
。 

(

本
稿
は
『
日
本
計
量
新
報
』
の
新
年
特
集
に
掲
載

し
た
も
の
で
あ
る
。
余
白
の
関
係
で
転
載
し
た
。) 
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自
由
執
筆 

 
ギ
リ
シ
ャ
の
債
務
危
機 

 
 
 
 

お
金
で
ギ
リ
シ
ャ
の
軍
事
拠
点
化 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

安 

田 

保 

之 

 

ギ
リ
シ
ャ
と
言
え
ば
、
民
主
主
義
政
治
の
ル
ー
ツ

と
し
て
世
界
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
を
懐
古
し
、
敬
意
を

払
っ
て
来
た
国
だ
が
、
こ
こ
数
年
来
財
政
面
で
窮
地

に
陥
っ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
お
荷
物
と
言
う
存

在
に
な
っ
て
い
る
。 

今
年
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
同
盟
（
Ｅ
Ｕ
）
お
よ
び
国
際

通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
等
の
国
際
機
関
に
、
改
め
て

債
務
の
一
部
カ
ッ
ト
と
資
金
供
給
増
額
の
支
援
を
要

請
し
た
。
こ
の
支
援
要
請
に
際
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
は

無
礼
に
も
開
き
直
っ
て
恫
喝
し
た
態
度
を
と
り
、
ユ

ー
ロ
通
貨
同
盟
か
ら
の
離
脱
を
ほ
の
め
か
し
て
交
渉

を
重
ね
た
。
し
か
し
か
え
っ
て
、
ド
イ
ツ
を
は
じ
め

北
欧
諸
国
か
ら
痛
烈
な
非
難
を
浴
び
て
、
結
局
従
来

に
増
し
て
厳
し
い
緊
縮
政
策
を
課
さ
れ
、
資
金
供
給

増
額
を
受
け
る
こ
と
で
落
着
し
た
。
こ
の
交
渉
の
結

果
は
同
国
に
と
っ
て
は
非
常
に
屈
辱
的
な
も
の
で
、

国
民
の
自
尊
心
を
相
当
に
傷
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。 

同
国
は
古
代
よ
り
超
長
期
に
わ
た
っ
て
、
ロ
ー
マ

帝
国
・
東
ロ
ー
マ
帝
国
お
よ
び
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
帝

国
の
支
配
下
に
置
か
れ
、
一
八
三
二
年
に
オ
ス
マ
ン

ト
ル
コ
か
ら
独
立
し
た
が
、
そ
の
後
も
イ
ギ
リ
ス
、

ロ
シ
ア
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
信
託
管
理
下
で
王
政
を
敷

き
、
実
際
の
自
律
的
政
治
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
の

は
、
一
九
七
三
年
に
王
制
が
廃
止
さ
れ
て
共
和
制
が

出
来
る
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

現
在
の
共
和
制
体
制
は
ま
だ
四
〇
年
あ
ま
り
と
歴

史
が
短
く
、
政
治
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
走
っ
て
混
乱

状
態
に
あ
り
、
主
要
産
業
も
海
運
業
と
観
光
業
に
限

ら
れ
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
栄
光
の
片
鱗
は
も
は
や

全
く
見
ら
れ
な
い
。 

従
っ
て
国
民
の
生
活
は
大
概

Ｅ
Ｕ
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
等
の
国
際
機
関
お
よ
び
そ
の
他
の
海

外
金
融
機
関
か
ら
の
借
り
入
れ
に
依
存
し
た
も
の
に

な
っ
て
お
り
、
財
政
は
い
わ
ゆ
る
「
サ
ラ
金
」
状
態

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

 
 
 
 
 
 

国
際
経
済
の
観
点
に
立
て
ば
、
こ
の
よ
う
な
同
国

が
見
捨
て
ら
れ
て
も
、
経
済
規
模
お
よ
び
機
能
も
比

重
が
小
さ
く
、
Ｅ
Ｕ
に
与
え
る
影
響
は
ほ
ぼ
無
視
で

き
る
も
の
で
あ
る
。 

然
し
今
回
の
Ｅ
Ｕ
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ

の
同
国
へ
の
支
援
は
、
財
政
の
再
建
を
か
す
か
な
る

望
み
と
し
、
本
当
の
狙
い
は
地
政
学
上
の
軍
事
的
な

価
値
に
重
き
を
置
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
歴
史

的
且
つ
地
理
的
に
み
て
、
現
在
の
ロ
シ
ア
を
東
西
冷

戦
時
代
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
に
、
そ
し
て
現
在
の
中

近
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
諸
国
を
サ
ラ
セ
ン
・
オ
ス
マ

ン
ト
ル
コ
帝
国
時
代
の
イ
ス
ラ
ム
勢
力
に
見
立
て 

、

同
国
の
存
在
を
Ｅ
Ｕ
の
陸
上
と
地
中
海
の
海
上
の
防

衛
の
軍
事
拠
点
と
し
て
お
き
た
い
と
い
う
Ｅ
Ｕ
の
本

音
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

同
国
は
厳
し
い
緊
縮
政
策
を
続
け
て
い
る
が
、
経

済
成
長
を
促
す
政
策
も
又
新
産
業
を
生
み
出
す
機
運

も
全
く
無
く
、
財
政
の
改
善
の
見
通
し
が
殆
ど
な
い

ま
ま
、
年
の
経
過
と
と
も
に
財
政
支
援
の
交
渉
を
蒸

し
返
し
、
最
終
的
に
は
破
綻
に
追
い
や
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
Ｅ
Ｕ
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
今
は
状
況
を
静
観
し
て
い

る
が
、
彼
ら
は
現
在
の
ロ
シ
ア
の
強
硬
な
覇
権
主
義

的
外
交
政
策
お
よ
び
イ
ス
ラ
ム
勢
力
と
の
宗
教
と
文

化
面
で
の
衝
突
の
危
険
性
の
急
速
な
高
ま
り
を
認
識

し
、
債
務
の
一
部
カ
ッ
ト
の
容
認
と
い
う
金
銭
の
贈

与
で
、
同
国
の
軍
事
拠
点
化
を
具
体
化
し
て
行
く
の

で
あ
ろ
う
。 

そ
し
て
約
二
〇
〇
年
前
の
独
立
時
と

同
じ
よ
う
に
、
再
び
Ｅ
Ｕ
の
複
数
の
有
力
国
の
信
託

管
理
下
の
政
治
シ
ス
テ
ム
に
逆
戻
り
し
て
行
く
と
考

え
る
。 

今
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
の
流
れ
は
何
と
な
く
中

世
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
を
連
想
さ
せ
る
事
象
で
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
て
行
き
た
い
。 
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シ
ル
ク
ロ
ー
ド
見
聞
録
④ 

 
武
威
市
と｢

馬
踏
飛
燕
像｣

の
発
見 

 
 
 
 
 
 
 

 

慕
史
堂 

中
込
勝
則 

 

武
威
は
、
漢
の
武
帝
が
、
霍
去
病
な
ど
の
活
躍
で

匈
奴
を
追
い
払
っ
た
後
に
こ
の
回
廊
に
お
い
た
河
西

四
郡
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
い
ち
ば
ん
東
に
お
か
れ

た
街
で
、
む
か
し
は
「
涼
州
」
と
よ
ば
れ
た
。
こ
こ

は
、
南
に
つ
ら
な
る
祁
連
山
脈
の
高
山
か
ら
ふ
き
下

ろ
す
風
の
影
響
で
、
河
西
回
廊
地
帯
で
も
涼
し
い
と

こ
ろ
と
さ
れ
、
こ
の
名
が
つ
い
た
。 

「
武
威
」
と
は
、
霍
去
病
が
匈
奴
に
大
勝
利
し
、

武
帝
の
武
の
威
力
が
、
こ
の
地
に
お
よ
ん
だ
こ
と
を

後
世
に
残
す
た
め
に
こ
の
街
に
つ
け
ら
れ
た
。「
武
力

に
よ
る
威
勢
を
し
め
す
」
と
い
う
い
さ
ま
し
い
名
前

で
あ
る
。
漢
時
代
以
後
も
、
河
西
回
廊
の
重
要
な
街

と
し
て
、
五
胡
十
六
国
時
代
に
は
、
前
涼
・
後
涼
・

南
涼
・
北
涼
の
地
方
政
権
が
都
を
お
い
た
。 

現
在
の
武
威
市
の
人
口
は
一
九
〇
万
人
、
河
西
回

廊
で
い
ち
ば
ん
大
き
な
街
だ
。
街
は
工
業
都
市
と
し

て
発
展
し
て
い
る
。
ク
レ
ー
ン
が
随
所
に
立
ち
な
ら

ん
で
、
工
場
や
住
宅
の
建
設
が
盛
ん
だ
。
中
国
内
地

か
ら
の
工
場
労
働
者
の
移
住
も
多
く
、
家
族
を
遠
い

他
省
の
村
に
の
こ
し
て
単
身
で
働
き
に
き
て
い
る
人

が
多
い
と
い
う
。 

一
九
六
九
年
に
こ
の
街
で
大
変
な
も
の
が
発
見
さ

れ
た
。
武
威
市
街
か
ら
北
へ
一
㎞
の
と
こ
ろ
に
雷
神

廟
が
あ
る
。
雷
さ
ま
を
ま
つ
っ
た
土
壇
だ
か
ら
雷
台

と
い
う
。
東
西
六
十
ｍ
、
南
北
一
〇
六
ｍ
、
高
さ
八
・

五
ｍ
の
土
壇
の
上
に
た
て
ら
れ
た
道
教
の
廟
で
あ
る
。 

こ
の
廟
の
地
下
に
墓
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
後
述

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
青
銅
製
の
馬
や
軍
団
が
発
見

さ
れ
た
の
だ
。 

当
時
は
中
ソ
冷
戦
時
代
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

あ
た
り
の
農
民
が
ソ
連
軍
の
攻
撃
に
そ
な
え
て
防
空

壕
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
、
こ
の
土
壇
の
脇
を
斜
め
下

に
掘
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
後
漢
時
代
の
、
大
型
の

煉
瓦
で
内
部
を
つ
み
あ
げ
た
墳
墓
が
み
つ
か
っ
て
、

そ
の
中
か
ら
す
ば
ら
し
い
青
銅
の
像
が
発
見
さ
れ
て

一
躍
有
名
に
な
っ
た
。 

墓
室
を
見
学
す
る
に
は
、
土
壇
の
右
わ
き
に
ト
ン

ネ
ル
が
掘
っ
て
あ
り
、
な
か
に
ス
ロ
ー
プ
道
が
造
ら

れ
て
い
て
、
こ
こ
か
ら
入
っ
て
い
く
。
墓
の
内
部
に

は
三
つ
の
部
屋
が
あ
り
、
三
つ
の
部
屋
は
、
大
人
が

腰
を
か
が
め
て
や
っ
と
は
い
れ
る
低
い
く
ぐ
り
ぬ
け

穴
で
つ
う
じ
て
い
て
、
う
っ
か
り
す
る
と
頭
を
ぶ
っ

つ
け
そ
う
だ
。
墓
室
が
一
番
奥
で
天
井
高
約
六
ｍ
、

広
さ
は
人
が
十
二
、
三
人
も
入
れ
ば
い
っ
ぱ
い
だ
。 

こ
こ
に
お
棺
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
い
ま
は
何
に
も

な
い
。
発
見
当
時
は
、
銅
銭
な
ど
が
ち
ら
ば
っ
て
い

た
と
い
う
。
ふ
た
つ
の
前
室
に
は
、
副
葬
品
と
し
て
、

馬
踏
飛
燕
像
や
軍
団
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
と
も
い
え
る
馬

三
十
九
頭
、
人
物
四
十
五
体
、
牛
一
頭
の
青
銅
製
品

が
お
さ
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
中
で
、
最
も
目
を
ひ

い
た
の
が
靑
銅
製
の
奔
馬
で
、
高
さ
三
十
四
、
五
㎝
、

体
長
四
十
五
㎝
あ
り
、
天
馬
が
走
り
な
が
ら
燕
を
踏

ん
で
い
る
像
で
あ
る
（「
馬
踏
飛
燕
像
」）。
速
く
飛
ぶ

鳥
の
代
表
格
で
あ
る
燕
を
踏
み
つ
け
る
ほ
ど
速
く
走

る
馬
だ
と
い
う
わ
け
だ
。
こ
れ
は
郭
沫
若
さ
ん
が
命

名
し
た
。 

こ
の
「
馬
踏
飛
燕
像
」
は
、
か
の
武
帝
が
欲
し
て

や
ま
な
か
っ
た
天
馬
を
模
し
た
も
の
で
、
そ
の
り
り

し
さ
と
首
を
す
こ
し
左
に
か
た
む
け
つ
つ
疾
走
し
て

い
る
躍
動
感
は
、
い
ま
ま
で
に
中
国
全
土
か
ら
出
土

し
た
お
び
た
だ
し
い
青
銅
製
品
の
中
で
も
白
眉
と
い

っ
て
い
い
。「
馬
踏
飛
燕
像
」
は
国
家
一
級
文
物
に
指

定
さ
れ
、
兵
馬
俑
な
ど
と
な
ら
ぶ
国
宝
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
中
国
政
府
は
、
こ
の
奔
馬
マ
ー
ク
を
中

国
旅
游
局
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
指
定
し
て
い
る
。 

同
時
に
発
見
さ
れ
た
軍
団
の
馬
三
十
九
頭
、
人
物

四
十
五
体
、
牛
一
頭
の
青
銅
製
品
も
、
き
わ
め
て
写

実
性
に
と
ん
だ
靑
銅
製
品
で
、「
馬
踏
飛
燕
像
」
に
劣

ら
な
い
見
事
さ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
実
物
は
、
現
在
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は
蘭
州
の
「
甘
粛
省
博
物
館
」
に
展
示
さ
れ
て
い
て
、

蘭
州
に
行
け
ば
見
学
で
き
る
。 

こ
の
墳
墓
は
、
後
漢
時
代
に
こ
の
地
を
治
め
て
い

た
張
某
と
い
う
将
軍
が
生
前
か
ら
自
分
の
た
め
に
つ

く
っ
た
墓
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
存
在
を
盗
掘
か
ら

守
る
た
め
に
、
墓
の
上
に
八
・
五
ｍ
も
の
土
壇
を
き

ず
き
、
そ
の
う
え
に
雷
さ
ま
を
ま
つ
る
廟
を
建
築
し

て
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
場
所
は
、

な
が
い
あ
い
だ
、
土
地
の
農
民
た
ち
の
雷
さ
ま
信
仰

の
社
だ
っ
た
。
思
う
に
、
発
見
さ
れ
た
こ
ろ
は
、
土

壇
は
た
だ
の
小
山
に
し
か
見
え
ず
、
上
の
雷
神
祠
も

崩
れ
か
け
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
荒
れ
は
て
た
状

態
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
い
く

ら
な
ん
で
も
、
神
様
を
ま
つ
っ
た
土
壇
の
横
っ
腹
に

防
空
壕
を
掘
ろ
う
な
ど
と
考
え
る
わ
け
が
な
い
。 

そ
れ
が
こ
の
重
大
発
見
以
降
、
周
辺
は
雷
台
公
園

と
し
て
き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
て
、
入
口
に
は
立
派
な

門
が
つ
く
ら
れ
て
い
て
、
ひ
ろ
い
前
庭
が
あ
り
、
そ

こ
の
見
上
げ
る
ほ
ど
の
高
い
塔
の
上
に
は
、「
馬
踏
飛

燕
像
」
の
レ
プ
リ
カ
が
馬
の
等
身
大
に
つ
く
ら
れ
て

躍
動
す
る
す
が
た
で
か
ざ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
雷

さ
ま
を
ま
つ
っ
た
土
壇
に
い
た
る
通
路
の
途
中
に
は
、

軍
団
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
と
も
い
え
る
馬
三
十
九
頭
、
人

物
四
十
五
体
、
牛
一
頭
の
青
銅
製
品
の
人
馬
の
等
身

大
の
レ
プ
リ
カ
が
コ
ン
ク
リ
―
ト
の
池
状
の
な
か
に

整
然
と
な
ら
べ
ら
れ
て
い
る
。 

い
ま
で
は
、
雷
さ
ま
を
ま
つ
る
社
殿
や
門
も
随
分

立
派
な
も
の
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
土
壇
も
周
囲
を

石
組
み
で
覆
い
、
社
殿
に
も
う
で
る
階
段
も
き
れ
い

に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
公
園
内
に
は
、
牡
丹
の
季
節

と
あ
っ
て
、
牡
丹
が
い
ま
を
さ
か
り
と
ピ
ン
ク
に
咲

き
ひ
ら
き
、
目
を
た
の
し
ま
せ
て
く
れ
た
。 

た
だ
惜
し
い
こ
と
に
は
、
こ
の
墓
も
ご
多
聞
に
洩

れ
ず
盗
掘
に
あ
っ
て
お
り
、
そ
う
い
わ
れ
て
見
上
げ

れ
ば
、
墓
の
天
井
の
す
こ
し
下
に
、
人
間
が
一
人
く

ぐ
れ
る
ほ
ど
大
き
さ
の
穴
を
あ
け
ら
れ
た
と
思
え
る

部
分
が
あ
っ
て
、
そ
こ
だ
け
は
周
囲
の
レ
ン
ガ
と
は

ち
が
う
普
通
の
レ
ン
ガ
で
ふ
さ
い
で
あ
る
。 

専
門
家
に
言
わ
せ
る
と
、
も
と
も
と
、
こ
の
墳
墓

は
、
煉
瓦
の
築
造
技
術
は
高
く
、
墓
の
内
部
は
焼
き

煉
瓦
が
積
ま
れ
、
ア
ー
チ
型
に
つ
み
あ
げ
ら
れ
た
煉

瓦
が
簡
単
に
は
く
ず
れ
な
い
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
力
が
一
点
に
集
中
す
る
ア
ー
チ

型
天
井
部
分
の
レ
ン
ガ
は
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
て
、

且
つ
、
か
た
く
焼
き
固
め
ら
れ
た
も
の
が
用
い
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。 

こ
こ
を
盗
掘
し
た
人
間
は
、
こ
の
墓
の
力
学
的
な

構
造
を
知
っ
て
い
て
、
天
井
の
、
力
が
集
中
す
る
個

所
の
レ
ン
ガ
を
は
ず
せ
ば
、
墓
は
一
挙
に
崩
れ
落
ち

る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
、
天
井
か
ら
す
こ
し
下
に
さ
が

っ
た
部
分
に
穴
を
あ
け
て
泥
棒
に
入
っ
た
の
だ
。
と

い
う
こ
と
は
、
こ
の
墓
に
入
っ
た
泥
棒
は
、
墓
の
造

成
に
携
わ
っ
た
人
間
だ
ろ
う
と
い
う
。
造
成
後
あ
ま

り
時
が
た
た
な
い
あ
い
だ
に
盗
掘
さ
れ
た
の
だ
。 

こ
の
墓
を
つ
く
れ
る
ほ
ど
の
張
と
い
う
将
軍
は
、

当
然
に
、
墓
に
た
く
さ
ん
の
財
宝
も
収
納
し
た
で
あ

ろ
う
。
泥
棒
は
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
た
金
銀
・

玉
な
ど
の
財
宝
を
奪
う
だ
け
で
満
足
し
、
現
在
わ
れ

わ
れ
が
目
に
し
て
い
る
、「
馬
踏
飛
燕
像
」
や
軍
団
の

ミ
ニ
チ
ュ
ア
と
も
い
え
る
馬
三
十
九
頭
、
人
物
四
十

五
体
、
牛
一
頭
の
青
銅
製
品
な
ど
は
重
い
か
ら
、
あ

け
た
穴
か
ら
も
ち
だ
す
の
は
大
変
な
の
で
、
中
に
残

し
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。
国
家
一
級
文
物
に

指
定
さ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
が
残
っ
て
い
た
の
は
幸
い

だ
っ
た
。
墓
の
内
部
の
積
み
上
げ
ら
れ
た
煉
瓦
一
枚

一
枚
に
は
、
当
時
の
人
々
の
生
活
な
ど
が
画
か
れ
て
、

い
ま
で
も
朱
や
黒
な
ど
が
あ
ざ
や
か
に
残
っ
て
い
て
、

当
時
の
生
活
様
式
を
し
る
に
は
興
味
ぶ
か
い
。 

 


